
（別紙３）

～ 2026年　1月　30日

（対象者数） 32 （回答者数） 17

～ 2026年　1月　30日

（対象者数） 19 （回答者数） 19

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

標準化されたアセスメントなどを実施する時間を確保してい

きます。

2

より効果的な支援が出来るよう、支援後に必ず振り返りを

行っています。

3

保護者の方が求めている情報を、より分かりやすく伝えられ

るよう努めていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

人員の募集や配置調整等行っていきます。

2

サービス担当者会以外でも情報を交換・共有できる機会をつ

くっていきたいと考えています。

3

地域資源を活用する方法を考えていきます。

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、保育士による専門的

な支援を行っています。

自分の専門領域だけでなく、他の領域に関する支援の知識・

情報も共有しています。

就学に向けての小集団活動（プレスクール）を行っていま

す。

どういう条件下であれば、出来るようになるのかを多面的な

アプローチ（声掛け、視覚支援、センサリーグッズ、席の配

置等）で評価しています。評価内容を保護者や学校に伝え、

就学に向け情報提供を行っています。

保護者の方にも、実際の支援場面に入っていただき、児童の

成長や活動内容などを共有しています。

支援中の反応などから、出来るようになったことや苦手であ

ることなどを共有し、成長具合や今後の課題などをお伝えし

ています。

地域に開かれた事業所運営が出来ていない 地域との交流機会がない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

全ての利用希望に応じることが出来ておりません。 支援をする場所や人員の確保が出来ていないことが要因と考

えております。

保育所等との連携が不十分 交流の機会が少ない

2025年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 なちゅら

○保護者評価実施期間
2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


